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胸膜生検組織培養で診断が確定したMycobacterium 
intracellulareによる胸膜炎の 1例

新里　　彰　　原永　修作　　宮城　一也　　健山　正男

藤田　次郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は じ め に

　結核性胸膜炎の頻度に比較して非結核性抗酸菌性胸膜

炎の頻度は少ない 1)～4)。これまでの検討では結核性胸膜

炎と同様に非結核性抗酸菌性胸膜炎の胸水中 adenosine 

deaminase（ADA）も比較的高いと報告されており4) 5)，胸

水検査だけで両者の鑑別は困難である。結核性胸膜炎で

は胸膜生検が診断に寄与するが，非結核性抗酸菌性胸膜

炎で胸膜生検まで施行した症例報告は少ない 6) 7)。今回

われわれは，胸水中のADA上昇より結核性胸膜炎が疑

われたが，局所麻酔下胸腔鏡を用いて胸膜病変を観察

し，胸膜生検にて診断した非結核性抗酸菌による胸膜炎

の 1例を経験したので，文献的考察を加え報告する。

症　　　例

　患者は84歳，女性。主訴は発熱，左胸痛。既往歴は

なく，結核の家族歴もない。喫煙歴や飲酒歴はない。

　現病歴：20XX年11月に急性B型肝炎を発症し，治療

としてステロイドパルスを施行され，後療法のステロイ

ドも漸減・中止されていた。同年11月26日に左気胸の

合併もあったが自然治癒したため退院となっていた。同

年12月12日，前日より続く発熱と，左胸痛が出現し当

院救急室を受診した。胸部X線写真で左胸水を認め，胸

膜炎が疑われ精査加療目的に入院した。

　入院時現症：身長148.5 cm，体重44.9 kg，体温37.8℃，

血圧117/66 mmHg，心拍数102 ⁄分・整，呼吸数22 ⁄分，舌
白苔を認める。呼吸音は左下肺で呼吸音が減弱しcoarse 

cracklesを聴取するが胸膜摩擦音はなし。

　入院時検査所見（Table）：白血球上昇はなかったが

CRPは4.01 mg/dLと軽度上昇を認めた。肝・腎機能に異

常を認めなかった。

　画像所見：胸部X線写真（Fig. 1-a）では大量の左胸水

が認められた。胸部computed tomography（CT）（Fig. 1-b，

c）では左胸水を認めた。舌区に気管支拡張を伴う浸潤
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要旨：症例は84歳女性。急性B型肝炎に対するステロイドパルス治療を含む治療後の経過中に左胸痛

と，発熱が出現し救急受診した。胸部X線写真にて左胸水を認め肺炎および随伴性胸水を疑い入院と

なった。胸水中のadenosine deaminase（ADA）が高く当初は結核性胸膜炎が強く疑われた。しかし患

側の舌区に肺非結核性抗酸菌（non-tuberculous mycobacteria ; NTM）症を示唆する気管支拡張を伴う

浸潤影および多発小粒状陰影があり，NTMによる胸膜炎の可能性を考え17日目に局所麻酔下胸腔鏡

を施行した。肉眼的所見として胸膜は一部癒着があり，多数の結節を認めた。結節を生検したところ，

病理所見で肉芽組織しか認めなかったが，培養でMycobacterium intracellulareが陽性となり，非結核性

抗酸菌性胸膜炎と診断した。clarithromycin（CAM），rifampicin（RFP），ethambutol（EB），streptomycin

（SM）を開始後に解熱し胸痛が消失し胸部X線画像上も胸水の減少を認めた。SMは副作用により後

日中止した。非結核性抗酸菌性胸膜炎の報告例はあるが，胸腔鏡の所見について検討している症例は

ないため報告する。
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